










High mobility group box 1（HMGB1）は、細胞内において DNA の立体構造の維持に重要な役割を果たす
タンパク質として発見されたが、癌細胞からも放出され、癌の浸潤や転移への関与が示唆されている。し
かし、口腔癌に関しての癌およびその周囲組織に関する詳細な報告は少なく、HMGB1 とその受容体である 
receptor for advanced glycation endproducts（RAGE）の局在を解析することは、癌が周囲組織にどの
ように影響を与えて浸潤していくのかを理解する上で重要であると考えられる。 
本研究では、マウス腹壁由来の扁平上皮癌である SCC7 細胞を BALB 系ヌードマウスの舌に移植・着床さ


















RAGE の発現を免疫組織化学的ならびに RT-PCR 法により mRNA の解析を行ったものである。本論文の解析結
果より、癌細胞より放出された HMGB1 は、RAGE を介して正常な筋線維を矮小化させ、細胞密度の高い骨格
筋に間隙ができ、癌が浸潤するのを促進している可能性が示唆された。HMGB1 および RAEGE の抑制は、口
腔癌の研究および治療において極めて重要であると考える。 
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